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瀬戸市記者会、 豊田市政記者ク ラ ブ 、  

豊田市政記者東ク ラ ブ 同時 

 

 

2022年12月７ 日( 水)  
あ い ち 産業科学技術総合セ ン タ ー 

共同研究支援部試作評価室 

担当  杉山（ 儀） 、 梅田、 片岡 
ダ イ ヤルイ ン   0561-76-8316 
愛知県経済産業局産業部産業科学技術課 

科学技術グ ループ  

担当  山本、 谷川、 松崎 
内線  3382、 3383 

ダ イ ヤルイ ン   052-954-6351 
 

知の拠点あいち 重点研究プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ期成果普及セミ ナー

「 3Dプ リ ン タ の特徴を 活かし たCAE技術」 の参加者を 募集し ま す 

 

  愛知県で は、 知の拠点あ いち 重点研究プ ロ ジ ェ ク ト ※ 1で 生ま れた 様々な 技術や

試作品等の開発成果（ 以下「 成果」 と い う 。） の普及や技術移転、 成果を 活用し た

企業の製品開発支援な ど を 行っ て いま す。  

昨年度ま で 実施し た「 知の拠点あ いち 重点研究開発プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ期」 のう ち

「 革新的モ ノ づく り 技術開発プ ロ ジ ェ ク ト ※ 2」 の研究テ ーマ 「 積層造形技術の高

度化と 先進デザイ ン の融合に よ る 高機能部材の創製※3」 で は、 金属積層造形技術

によ り 材料開発から CAE※4設計技術、 造形技術、 金型作製に 至る ま で 、 金属積層造

形プ ロ セ ス に 関する 広範な 研究開発に 取り 組みま し た 。  

 こ の度、 こ の取組について の成果普及セ ミ ナー「 3Dプ リ ン タ の特徴を 活かし た

CAE技術」 を オ ン ラ イ ン 併用で 開催し ま す。  

つき ま し て は、 本セ ミ ナ ーの参加者を 募集し ま すので 、 お知ら せし ま す。 研究

開発に取り 組む企業の方々を 始め、 ど な た で も 自由に 参加で き ま すので 、 皆様の

参加を お 待ち し て いま す。  

１   日時 

2023年1月13日( 金)  午後1時30分から 午後4時35分ま で  

         ( 受付開始： 午後1時)  

２   開催形式 

( 1) 会場 

あいち 産業科学技術総合セ ン タ ー  1階  講習会室 

豊田市八草町秋合1267番1    電話： 0561-76-8316 

( 東部丘陵線リ ニ モ 「 陶磁資料館南」 駅 下車すぐ )  

( 2) オ ン ラ イ ン  

ビ デオ会議シ ス テ ム「 Ci sco Webex Meet i ngs」 を 使用 

本事業は、 SDGs の「 8 働き がい も 経済成
長も 」「 9 産業と 技術革新の基盤を つ く ろ
う 」 に 資す る 取組で す 。  
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３   内容 

時間 内容 

13: 30～14: 00 

「 重点研究プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ期取組につい て 」  

 ～金属3Dプ リ ン タ に よ る 金型造形～ 

国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学大学院 工学研究科   

教授 小橋
こ ば し

 眞
まこ と

 氏 

14: 05～15: 15 
 特別講演「 ト ポロ ジ ー最適化※ 5の基礎と そ の応用」  

 国立大学法人京都大学大学院 工学研究科 教授 西脇
に し わき

 眞二
し ん じ

 氏 

15: 15～15: 25  休憩 

15: 25～16: 35 

 「 ラ テ ィ ス 構造※6最適化に よ る 高効率冷却金型開発と  

造形品質向上に ついて 」  

 学校法人早稲田大学理工学術院 基幹理工学部 教授 竹澤
た けざ わ

 晃
あき

弘
ひろ

 氏 

４   対象 

研究開発に取り 組む企業の方々を 始め、 ど な た で も 自由に 参加で き ま す。  

５   定員 

会場 60 名、 オン ラ イ ン 80 名( ど ち ら も 申込先着順)  

６   参加費 

無料( た だ し 、 オ ン ラ イ ン 参加の場合、 通信機器代・ 通信料は自己負担で す。 )  

７   申込方法 

次のいずれかの方法によ り お申込みく だ さ い。  

( 1) Webページ から 申込みの場合 

以下の URL の Web ページ にア ク セ ス し 、申込フ ォ ームに 従い御記入く だ さ い。  

 ht t ps: //f or ms. gl e/YQEWFSzmGWt t 7kwo6 

( 2) メ ールに よ る 申込みの場合 

件名に「 成果普及セ ミ ナ ー（ 1/13） 参加申込」 と 入力し 、 企業名、 所属、 氏

名、 企業住所、 電話番号、 メ ールア ド レ ス を 御記入の上、 以下のメ ールア ド レ

ス へお申込みく だ さ い。 申込者に は確認のメ ールを お送り し ま す。  

メ ールア ド レ ス ： i dt -i nf o@chi nokyot en. pr ef . ai chi . j p 

８   申込期限 

2023 年 1 月 6 日( 金)  午後 5 時 

  申込期限前で も 定員に な り 次第締め切り ま す。 そ の場合は、 あ いち 産業科学技

術総合セ ン タ ーのWebページ で お知ら せし ま す。  

https://forms.gle/YQEWFSzmGWtt7kwo6
mailto:idt-info@chinokyoten.pref.aichi.jp
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９   主催 

あいち 産業科学技術総合セ ン タ ー 

10  問合せ先 

あ いち 産業科学技術総合セ ン タ ー 共同研究支援部 試作評価室 

担当： 杉山（ 儀）、 梅田、 片岡 

電話： 0561-76-8316 

メ ール： i dt -i nf o@chi nokyot en. pr ef . ai chi . j p  

11  新型コ ロ ナウ イ ルス 感染防止対策 

・ 発熱等( 37. 5℃以上) の症状がある 方、 又は体調が優れな い方は、 参加を お控え く

だ さ い。 な お、 当日会場にて 明ら かに体調不良等と 認めら れる 場合には、 参加を

お断り する 場合があり ま す。  

・ 会場は、 参加者同士の距離を 十分に確保し 、 定期的に換気を し ま す。  

・ 会場出入口にア ルコ ール消毒液を 設置し ま すので 、 手指の消毒を お願いし ま す。

ま た 、 必ずマ ス ク を 着用し て く だ さ い。  

・ 新型コ ロ ナウイ ルス の感染拡大状況によ っ て は、開催方法の変更や開催を 中止と

する 場合があり ま す。 そ の際は改めて お知ら せし ま す( あ いち 産業科学技術総合

セ ン タ ーの Web ページ で も お知ら せし ま す。 ) 。  

【 用語説明】  

※1 知の拠点あいち 重点研究プ ロ ジ ェ ク ト  

 高付加価値のモ ノ づく り を 支援する 研究開発拠点「 知の拠点あ いち 」 を 中核に 実

施し て いる 産学行政の共同研究プ ロ ジ ェ ク ト 。 2011年度から 2015年度ま で 「 重点研

究プ ロ ジ ェ ク ト I 期」、 2016年度から 2018年度ま で 「 重点研究プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ期」、

2019年度から 2021年度ま で 「 重点研究プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ期」 を 実施。  

「 重点研究プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ期」 の概要 

目的 大学等の研究シ ー ズを 活用し て 県内主要産業が有す る 課題を 解

決し 、 新技術の開発・ 実用化や新産業の創出を 促進する 。 プ ロ ジ

ェ ク ト 終了時に は、 県内企業において 、 成果の実用化や製品化、

社会で の活用を 見込むこ と がで き る 研究開発を 実施する 。  

実施期間 2019年度から 2021年度ま で  

参画機関 19大学 12研究開発機関等 106社（ う ち 中小企業68社）  

プ ロ ジ ェ ク ト 名 ・ 近未来自動車技術開発プ ロ ジ ェ ク ト  

・ 先進的AI ・ I oT・ ビ ッ グデータ 活用技術開発プ ロ ジ ェ ク ト  

・ 革新的モ ノ づく り 技術開発プ ロ ジ ェ ク ト  

mailto:idt-info@chinokyoten.pref.aichi.jp
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※2 革新的モ ノ づく り 技術開発プ ロ ジ ェ ク ト  

 合計9件の研究テ ーマ から な る プ ロ ジ ェ ク ト で 、材料・ プ ロ セ ス 開発の短期間化と

最適化の実現、 新規加工技術に よ る 自動車の軽量化や航空機エ ン ジ ン の高性能化、

積層造形を 用いた 革新的金型開発によ る 生産性向上の実現等に取り 組んだ 。  

 本プ ロ ジ ェ ク ト の研究開発成果は、 以下の「 知の拠点あ い ち 」 Webページ に 掲載。 

ht t ps: //www. chi nokyot en. pr ef . ai chi . j p/cooper at i on/pr oj ect 03-04. ht ml  

※3 積層造形技術の高度化と 先進デザイ ン の融合に よ る 高機能部材の創製 

研究リ ーダ ー 国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学 教授 小橋 眞 氏 

事業化リ ーダ ー 旭精機工業株式会社 鈴木
す ず き

 裕
ひろ

睦
む

 氏 

内容 

 

ア ルミ ダ イ カ ス ト 金型、 深絞り プ レ ス 成型、 ゴ ム成形、 プ ラ ス

チ ッ ク 射出成形の4分野を 対象に 、 実プ ロ セ ス で 要求さ れる 物

性、 金型設計、 信頼性・ 耐久性を 満た すた めの造形条件と 微視

組織の関係の体系的理解と と も に 、 高度な CAEデザイ ン に よ り 、

3Dプ リ ン タ に 特化し た 形状最適化技術の開発及び機能・ 特性の

テ ーラ ーメ イ ド 化や高信頼性化を 進める 。  

参画機関（ 五

十音順）  

〔 企業〕 旭ゴ ム化工株式会社( 名古屋市千種区) 、 旭精機工業株

式会社( 尾張旭市) 、 ト ヨ タ 自動車株式会社( 豊田市) 、 株

式会社名古屋多田精機( 大府市) 、 株式会社フ ジ ミ イ ン コ

ーポレ ーテ ッ ド ( 清須市) 、 日比野工業株式会社( 西尾

市) 、 株式会社メ ッ ク イ ン タ ーナ シ ョ ナ ル( 豊田市)  

〔 大学〕 国立大学法人東海国立大学機構名古屋大学( 名古屋市千

種区) 、 学校法人早稲田大学( 東京都新宿区)  

〔 公的研究機関〕 公益財団法人科学技術交流財団( 豊田市) 、  

        あ いち 産業科学技術総合セ ン タ ー( 豊田市)  

※4 CAE（ Comput er  Ai ded Engi neer i ng）  

  コ ン ピ ュ ータ に よ っ て 支援さ れた 製品設計・ 製造や工程設計の事前検討な ど と

いっ た エ ン ジ ニ ア リ ン グ の作業、 又はそ のツ ールな ど 。 要素技術と し て は、 シ ミ

ュ レ ーシ ョ ン 数値解析な ど がある 。  

※5 ト ポロ ジ ー最適化 

  設計し た い空間に ど のよ う に 材料を 配置すれば最適な 構造と な る のかを 提案し

て く れる 手法。  

※6 ラ テ ィ ス 構造 

枝状に分岐し た 格子が周期的に並んだ 立体形状の構造。  

https://www.chinokyoten.pref.aichi.jp/cooperation/project03-04.html


・ 37.5 度以上の発熱がある方、 または体調が優れない方は、 御来場いただいても セミ ナーの受講を お断り さ せていただく 場合があり ます。

（ 会場入り 口で検温を 行います。 ）

・ 手洗い、 消毒、 マスク 等による咳エチケッ ト の徹底を お願いし ます。

・ 大声での会話など感染リ スク の高い行為を 行わないよ う お願いし ます。

・ 自ら が使用する筆記用具、 飲料水などは各自御用意いただく よ う お願いし ます。

・ セミ ナー参加中、 体調が悪く なっ た場合は無理せずスタ ッ フ にお申し 出く ださ い。

「 会場」 参加 60 名

「 重点研究プロジェ ク ト Ⅲ期取組について」

~ 金属３ Ｄ プリ ンタ による金型造形~

13 : 30 ～ 16 : 35
(受付開始13 : 00)

お申し 込み方法は裏面
を ご覧く ださ い

愛知県では、 「 知の拠点あいち重点研究プロ

ジェ ク ト Ⅲ期」 で生まれた様々な技術や試作品

等の開発成果の普及や技術移転、 成果を活用し

た企業の製品開発支援などを行っ ています。

「 革新的モノ づく り 技術開発プロジェ ク ト 」 の

研究テーマ「 積層造形技術の高度化と 先進デザ

イ ンの融合による高機能部材の創製」 において、

金属積層造形技術により 、 材料開発から CAE設

技
術
セ
ミ
ナ
ー

名古屋大学大学院 工学研究科

教授 小橋 眞 氏

特別講演

「 ト ポロジー最適化の基礎と その応用」

京都大学大学院 工学研究科

教授 西脇 眞二 氏

講師

「 ラ ティ ス構造最適化によ る高効率冷却

金型開発と 造形品質向上について」

早稲田大学理工学術院 基幹理工学部

教授 竹澤 晃弘 氏

「 知の拠点あいち重点研究プロジェ ク ト Ⅲ期 成果普及セミ ナー」

新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大予防対策に関し て

参加費
無 料

募集定員(申込み先着順)

3Dプリンタの特徴を活かしたCAE技術3Dプリンタの特徴を活かしたCAE技術
計技術、 造形技術、 金型作製に至るまで、 金属積層

造形プロセスに関する広範な研究開発に取り 組みま

し た。

本技術セミ ナーでは、 こ の取組成果と し て、 3D

プリ ンタ の特徴を活かし たCAE技術についてのセ

ミ ナーを開催し ます。

参加費は無料です。 多く の皆様の御来場をお待ち

し ており ます。

事 前
申込制

講師

2023  . 1 . 13 (金)

新型コ ロ ナウイ ルス感染症の状況によ り 、
予定を 変更する 場合があり ます。

「 オンラインセミ ナー」 参加 80 名
（ Webセミ ナー）

13 : 30 ～ 14 : 00

14 : 05 ～ 15 : 15

講師

15 : 25 ～ 16 : 35



あいち産業科学技術総合センタ ー

関係分野の研究・ 製品開発に取り 組む研究者・ 企業関係者の方を始め、 どなたでも 自由に参加でき ます。

1月6日(金)午後5時
必着

※定員に達し 次第締め切り ます。 御了承く ださ い。
※会場参加の方は、 開催日２ 日前に発行する 参加受付証を お持ち の上、

会場にお越し く ださ い。 なお、 定員超過の場合は連絡さ せていただき ます。

※オン ラ イ ン 参加の方は、 参加者決定後、 メ ールで開催日2日前に参加方法を 連絡いたし ます。

また以下の内容について、 事前に御確認く ださ い。

①御利用の端末へのイ ン タ ーネッ ト 接続が必要になり ます。

②接続回線の状況等によ り 視聴し 難い場合があり ます。 通信費・ 接続利用料金等は、

参加者の自己負担と なり ます。

③本大会内容について、 録画・ 録音・ キャ プチャ ー取得等によ る データ 保存行為を 固く 禁止し ます。

対
象

主
催

申
込
先

お
問
い
合
わ
せ
先

東部丘陵線リ ニモ「 陶磁資料館南」 駅 下車すぐ
※会場には公共交通機関を 利用し てお越し く ださ い

あいち産業科学技術総合センタ ー 1F 講習会室

〒470-0356 豊田市八草町秋合 1267-1

お
申
し
込
み
方
法

下記のE-mailアド レス宛に
件名に「 成果普及セミ ナー（ １ ／１ ３ ）
参加申込」 と 入力いただき、

・ 企業名
・ 所在地
・ 所属・ 氏名
・ 電話番号
・ メ ールアド レス
・ 参加方法（ 会場またはオンラ イ ン）

を必ずご記入の上、 お送り く ださ い。お 申 込 み 期 限

メ ール申し 込み

電話 0561-76-8316 E-mail id t-in fo@ ch inokyoten .pref.a ich i. jp

住所 〒470-0356 愛知県豊田市八草町秋合 1267-1

会
場

右記QRコ ード 又は
下記URLより 、
必要事項をご記入の
上、 お申込みく ださ
い。

https://forms.gle/YQEW FSzmGW tt7kwo6

W eb 申し 込み

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

あいち産業科学技術総合センタ ー 共同研究支援部 試作評価室

杉山（ 儀)、 梅田、 加藤(奈)、 佐藤

担当

あいち産業科学技術総合センタ ー

mailto:idt-info@chinokyoten.pref.aichi.jp
https://forms.gle/YQEWFSzmGWtt7kwo6

